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１

２ 基　本　方　針

32,787,731 33,911,240

　今回の補正予算は、国の補正予算に伴い新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金などを歳入に計上するとともに、歳出においては、新型コロナウイルス感染

症の対策と感染拡大の影響を受けている地域経済を支援するため、小・中学校ＧＩＧ

Ａスクール構想環境整備事業をはじめ、防災活動事業、コミュニティセンター改修事

業、伊万里梨次期作生産支援事業、観光クーポン券発行支援事業など当面急を要する

経費を計上した。

1,123,509

千円 千円 千円

令和２年度７月補正予算の概要

予算規模（一般会計）

令 和 ２ 年 度

現 計 予 算 額

令 和 ２ 年 度

７ 月 補 正 額

令 和 ２ 年 度

７ 月 補 正 後 の 額
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３　事　業　概　要
（一般会計） ●・・・新規事業

特定財源 一般財源

千円 千円 千円

市　独　自　対　策　事　業（感染症対策）

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

●
小・中学校ＧＩＧＡ
スクール構想環境整
備事業

506,285

（国）
236,041

（臨交）
170,000
（繰）

100,100

144

新型コロナウイルス感染症対策として「学びの

確保」に効果が高く、子ども達の情報活用能力の

育成やプログラミング教育の推進等を図るため、

児童生徒1人1台のタブレット端末と校内通信ネッ

トワーク等を整備する。

・委託料

　校内通信ネットワーク整備　194,178千円

・備品購入費

　タブレット端末（4,622台） 302,097千円

　書画カメラ（200台）　 　　 10,010千円

・負担割合

　校内通信ネットワーク整備　国1/2相当額

　　　　　　　　　　　　　　　（内示額）

　タブレット端末  　国　1台当たり45千円

　　　　　　　　　　 （補助対象3,066台）

６ つ の
まちづくり 事 業 名 事 業 費

財 源 内 訳
説 明

自立と協
働のまち
づくり

●
コミュニティセン
ター改修事業
（指定避難所空調設
備設置工事）

85,615

（臨交）
82,000
（繰）
3,600

15

大雨等の災害時の指定避難所であるコミュニ

ティセンターについて、新型コロナウイルス感染

症対策が行われる中、3密を解消するため不足す

る避難場所を補う必要があり、これまでの研修室

や和室だけでなく講堂も避難場所とするため、空

調設備が設置されていないコミュニティセンター

（9箇所）にコイン式空調設備の設置を行う。

・設計業務等委託料　　 4,077千円

・空調設備設置工事　　81,538千円

・設置するコミュニティセンター

　　伊万里、立花、大川内、牧島、南波多

　　松浦、二里、東山代、山代

※設置済み　黒川、波多津、大川

　改築時に設置予定　大坪

住みよい
環境づく
り

防災活動事業
（●物資購入・備蓄
倉庫設置）

45,356

（臨交）
45,000
（繰）

300

56

大雨等の災害時の指定避難所であるコミュニ

ティセンター（13箇所）において、新型コロナウ

イルス感染症対策として、消毒液などの物資の購

入及び備蓄倉庫の設置を行う。

・需用費（消毒液等）　　　　　   7,548千円

・備品購入費　　　　　　　　　　34,608千円

（備蓄倉庫、パーテーション等）

・備蓄倉庫用地整地工事　　　　　 3,200千円

資料 P.8
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特定財源 一般財源

６ つ の
まちづくり 事 業 名 事 業 費

財 源 内 訳
説 明

千円 千円 千円

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

小・中学校管理事業
（●屋内運動場改修
工事）

56,640

（臨交）
53,000
（繰）
3,500

140

大雨等の災害時の指定避難所である小・中学校

について、新型コロナウイルス感染症対策が行わ

れる中、3密を解消するため不足する避難場所を

補う必要があり、屋根の雨漏り等が発生している

屋内運動場について改修を行う。

・改修工事　　56,640千円

・対象施設　　伊万里小学校、松浦小学校

　　　　　　　東陵中学校、山代中学校

自立と協
働のまち
づくり

●
コミュニティセン
ター改修事業
（指定避難所改修工
事）

33,227

（臨交）
30,000
（繰）
3,200

27

大雨等の災害時の指定避難所であるコミュニ

ティセンター（11箇所）について、新型コロナウ

イルス感染症対策が行われる中、3密を解消する

ため不足する避難場所を補う必要があり、屋根の

雨漏りやトイレの水漏れなど補修が必要なコミュ

ニティセンターについて改修を行う。

・修繕料　　　　15,574千円

・改修工事　　　17,653千円

自立と協
働のまち
づくり

庁舎管理事業
（空調設備改修等工
事）

141,669

（臨交）
130,000
（繰）
11,600

69

　新型コロナウイルス感染症対策に伴う「新しい

生活様式」への対応により、自然換気と快適な室

内温度の両立を図るため、市民が多く訪れ相談等

を行う市役所1階の空調設備を改修するととも

に、3密となっている職員の執務場所の確保及び

夜間等の会議への対応のため大会議室及び第3会

議室について、個別空調設備の設置を行う。

・設計業務等委託料　　　　6,754千円

・空調設備改修等工事　　134,915千円

・工事箇所　　　市役所本庁舎1階部分

　　　　　　　　大会議室（4階）

　　　　　　　　第3会議室（3階）

創造的で
心豊かな
ひとづく
り

小・中学校管理事業
（空調設備電気料）

1,200
（臨交）

1,200

新型コロナウイルス感染症対策の臨時休校に伴

い、夏休みが短縮されることから、空調設備の使

用増加が見込まれるため、光熱水費を増額する。

・光熱水費　1,200千円

　　小学校　　864千円

　　中学校　　336千円
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特定財源 一般財源

６ つ の
まちづくり 事 業 名 事 業 費

財 源 内 訳
説 明

千円 千円 千円

千円 千円 千円

市　独　自　対　策　事　業（経済対策）

活気あふ
れる産業
づくり

●
伊万里梨次期作生産
支援事業

37,506

（臨交）
37,000
（繰）

500

6

　新型コロナウイルス感染症の拡大による経済情

勢の悪化により、伊万里梨の販売低迷が予想され

ることから、梨生産農家の営農意欲の維持を図

り、次期作においても意欲的に生産活動に取り組

まれるよう、梨生産等に係る経費について支援金

を支給する。

・支援対象

　JA梨部会員148人、その他の生産者65人

・支援金

　JA梨部会員　　（128.6ha）10a当たり26千円

　その他の生産者 （37.0ha）10a当たり11千円

※JA梨部会員の支援金には、選果場利用による

　選果経費を含む。

生活の基
盤づくり

コミュニティバス等
運行事業
（●いまりんバス市
街地線車両購入）

26,000

（臨交）
23,000
（繰）
3,000

　いまりんバス市街地線について、平成17年1月

の運行開始当初からマイクロバスによる運行を継

続しているが、通路も狭く乗降口が運転手と至近

であるとともに、換気手段が窓を開ける方法しか

なく、新型コロナウイルス感染症対策として推奨

される3密の回避が困難であることから、「新し

い生活様式」を踏まえるとともに3密状態を避け

るため、現行車両よりも通路が広く天井換気扇等

の空調設備を有するノンステップバスを新たに購

入する。

・備品購入費 　　25,803千円

・登録手数料等 　　 197千円

活気あふ
れる産業
づくり

肉用牛肥育農家緊急
支援事業

21,500

（臨交）
21,000
（繰）

500

　新型コロナウイルス感染症の拡大による経済情

勢の悪化により、和牛枝肉の市場価格は大幅に下

落しており、依然として肉用牛肥育農家の経営は

厳しい状況にあるため、更なる経営安定支援とし

て、既存の支援金の単価を増額する。

（支援見込額）　　（既決）　　　 （補正額）

　36,000千円　－　14,500千円　＝　21,500千円

・支援対象

　令和2年3月から9月に出荷された肉用牛

・支援金　　　1頭当たり15千円（既決5千円）

・対象見込数　2,400頭（既決2,900頭）
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特定財源 一般財源

６ つ の
まちづくり 事 業 名 事 業 費

財 源 内 訳
説 明

千円 千円 千円

活気あふ
れる産業
づくり

●
農畜産物販売促進活
動支援事業

5,500

（臨交）
5,000

（繰）
500

　新型コロナウイルス感染症の拡大による経済情

勢の悪化により、農畜産物価格の下落や消費者の

購買意欲低下などの影響が出ている。

　今後の農畜産物の生産や販売活動を促進し、農

家の所得確保を図るため、JA伊万里の各生産部会

が行う販売促進活動に要する経費を補助する。

・補助対象

　JA伊万里の生産部会

 （会員数5人以上、販売高500万円以上）

・補助金

　150千円から700千円（会員数等に応じて）

活気あふ
れる産業
づくり

●
観光クーポン券発行
支援事業

22,000

（臨交）
18,337
（繰）
3,600

63

　新型コロナウイルス感染症の影響を緩和し、観

光消費額の増加による本市経済の活性化を図るた

め、宿泊や飲食などの際に使用できる観光クーポ

ン券の発行に要する経費を補助する。

・事業主体　　　　伊万里市観光協会

・発行対象者　　　市内のホテル等への宿泊者

・発行セット数　　7,000円×3,000セット

　　　　　（内訳）宿泊分 2,000円

　　　　　　　　　飲食・体験・土産分 5,000円

・補助金　　　　　22,000千円

活気あふ
れる産業
づくり

●
漁業者緊急支援事業

1,107

（臨交）
1,000

（繰）
100

7

　新型コロナウイルス感染症の拡大による経済情

勢の悪化により、漁業収入が減少し漁業者の経営

が非常に厳しい状況にあるため、漁業活動に要す

る経費を補助する。

・対象者 　16名

※佐賀玄海漁業協同組合波多津支所の正組合員

・対象経費 令和2年4月分と5月分の燃油購入費

・補助金   1,107千円

・補助率　 1/2

生活の基
盤づくり

バス交通支援事業 15,000

（臨交）
14,000
（繰）
1,000

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う影響に

より利用者が減少したバス事業者に対し、地域公

共交通の維持や確保のため、運行に要する経費の

一部を補助する。

・補助金　　西肥自動車株式会社　10,000千円

　　　　　　昭和自動車株式会社　 5,000千円
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特定財源 一般財源

６ つ の
まちづくり 事 業 名 事 業 費

財 源 内 訳
説 明

千円 千円 千円

生活の基
盤づくり

鉄道交通支援事業 17,478

（臨交）
16,000
（繰）
1,400

78

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う影響に

より利用者が減少した松浦鉄道に対し、地域公共

交通の維持や確保のため、運行に要する経費の一

部を補助する。

・補助金　　松浦鉄道株式会社　17,478千円

活気あふ
れる産業
づくり

●
新業態開拓等支援事
業

5,000
（臨交）

5,000

　新型コロナウイルス感染症の影響による消費行

動の変容等を踏まえ、新たな取組により集客や売

上の向上を図る団体を支援するため、情報発信力

の強化や通信販売システムの構築等に要する経費

を補助する。

・実施主体　　5以上の事業者等で組織する団体

・補助率　　　9/10以内

・補助上限額　1団体当たり1,000千円

活気あふ
れる産業
づくり

伊万里・有田焼伝統
産業会館管理運営事
業（●空調設備改修
工事）

15,000

（臨交）
13,500
（繰）
1,500

　新型コロナウイルス感染症を想定した「新しい

生活様式」に対応し、自然換気と快適な室内温度

の両立を図るため、老朽化した空調設備を改修す

る。

・設計業務等委託料　　  715千円

・空調設備改修工事　 14,285千円

活気あふ
れる産業
づくり

緊急経済対策クーポ
ン券発行事業

0

　市内の取扱店で使用されたクーポン券の換金業

務を金融機関に委託することなどに伴い、予算の

組換えを行う。

・需用費　　　　　8,504千円 → 　2,891千円

・役務費　　　　　2,880千円 → 　6,520千円

・委託料　　　　　　200千円 → 110,489千円

・使用料及び賃借料　364千円 → 　　600千円

・負担金、補助及び交付金

　　　　　　　　108,552千円 → 　　　0千円

　　　　合計　　120,500千円 → 120,500千円

予算の組換え
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特定財源 一般財源

６ つ の
まちづくり 事 業 名 事 業 費

財 源 内 訳
説 明

千円 千円 千円

　

国　庫　補　助　事　業

安心で健
やかな暮
らしづく
り

●
ひとり親世帯臨時特
別給付金支給事業

87,426
（国）
87,426

　新型コロナウイルス感染症の影響による子育て

負担の増加や収入の減少を支援するため、収入の

少ないひとり親世帯の方に対して、臨時特別給付

金を支給する。

・対象見込数　　　860世帯

・給付金額　　　　1世帯当たり5万円

　　　　　　　　　第2子以降1人につき3万円

※収入が減少した場合は、1世帯当たり5万円追加

・臨時特別給付金　85,840千円

・事務費　　　　 　1,586千円

・負担割合　      国10/10

資料 P.9
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小・中学校ＧＩＧＡスクール構想環境整備事業 

 

１．目的 

「ＧＩＧＡスクール構想の実現」による児童生徒１人１台の端末整備と校内通信ネット

ワークの整備により、ＩＣＴの活用により全ての子どもたちの情報活用能力の育成や創造

性を育む教育の実現、また、新型コロナウイルス感染症等対策としての学びを保障できる

環境を実現することで、よりよい社会と魅力ある伊万里の創り手となる「未来に羽ばたく

伊万里っ子」を育成する。 

 

２．制度概要 

 「ＧＩＧＡスクール構想の実現」とは、多様な子どもたちを誰一人取り残すことのない、

公正に個別最適化され、創造性を育む学びを実現するため、「１人１台端末」と学校にお

ける通信ネットワーク等のＩＣＴ環境を整備するもの。 

・公立学校情報機器整備費補助金：端末整備 上限４．５万円（定額補助） 

・公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金：校内ＬＡＮ環境整備１／２ 

 

３．整備内容 

（１）委 託 料：校内通信ネットワーク整備 市内全学校 

（２）備品購入費：タブレット端末４，６２２台、書画カメラ２００台 

 

４．学校現場での活用 

（１）情報活用能力＝学習の基盤となる「資質・能力」  

「いつでも・どこでも・誰でも」 

・アクティブラーニング  

・探究的な学習（情報収集・整理・分析・まとめ） 

（２）効果的な学習＝主体的に学習する姿勢  

「個別最適化された学び」 

   ・個々の能力や適性に応じた学びの推進  

   ・不登校児童生徒への学びの保障 

・特別支援教育での活用 

（３）プログラミング教育の推進＝プログラミング的思考による論理的に考える力 

  「プログラミング教育推進のまち宣言」 

   ・義務教育における「プログラミング教育」の計画的な実施 

・ＩＴ企業との官民連携による取り組み 

（４）非常時の学びの保障＝オンライン授業 

   ・臨時休校や学級閉鎖時の家庭での個別学習  

   ・学校が見守っている安心感  

書画カメラ 
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